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刊行に当たって 

 

 少子化は，産業・経済，文化・学芸などあらゆる分野の繁栄と，発展を大きく減

速させており，地域を担う人材の育成は喫緊の課題となっています。 

そこで県教委では，高校と市町村，教育機関，産業界等がコンソーシアムを構築

し，地域を題材とした探究的な学びや，産学官連携による専門的職業人材を育成す

るため，本年度より「地域を担う次世代人材育成プロジェクト」を実施しています。 

本事業は，地域振興の核としての高校の機能強化と，郷土に愛着をもち，地域な

らではの新しい価値を創造する人材の育成を支援するもので，今年度は探究的な学

びを醸成する「探究コース」に串木野高校，鶴翔高校，専門的職業人材を育成する

「エキスパートコース」に鹿児島水産高校，隼人工業高校の４校を指定しました。 

 串木野高校では，普通科において，「串木野学」をテーマとして，いちき串木野

市が抱える課題を見つけ出し，解決策を主体的に考え，その過程を通じて地域なら

ではの新しい価値を創造する人材を育成するとともに，地域における高校の機能強

化に取り組みました。 

 鶴翔高校では，総合学科・農業科学科・食品技術科において，「地域を愛し 地

域を守る 未来の人材育成プロジェクト phase one」をテーマとして，フィールド

ワークや，グループワーク学習を進めることにより，郷土の自然や資源の豊かさを

地域と連携して体験的に学び，地域を愛し守りたいという思いを抱く生徒の育成に

取り組みました。 

 鹿児島水産高校では，海洋科において，「水高生 結 プロジェクト」をテーマ

として，アマモの育成及びアマモ場の造成，チョウザメの飼育及びキャビアの生産

を地域と連携・協働しながら取り組んでいく実践的・体験的活動を行うなかで,次の

世代へ豊かな海づくりの精神を広げる人材育成や自己有用感の醸成に取り組みまし

た。 

 隼人工業高校では，インテリア科・電子機械科・情報技術科において，「新時代を切り拓

く地域融合型人材育成プロジェクト」をテーマに，講演会や出前授業等を産学官の連携・

協働により行い，地域社会と一体となった魅力ある高校づくりに取り組むことで，専門的

職業人の育成に取り組みました。 

 本事業による地域を題材とした探究的な学びや地方創生に向けた取組は，地域や社

会の将来を担う人材の育成を図るとともに，高校を地域振興の核としてますます機能

させる上で，今後さらなる充実が図られる必要があると考えています。  

 最後に，本事業の実施に御協力いただきました関係各位に感謝申しあげるととも

に，各学校においては地域と協働した教育活動がより一層充実するよう，よろしく

お願いします。  

 

 令和７年３月 

 

                     高校教育課長  川 上 隆 博 



令和６年度 郷土教育推進事業
～地域を担う次世代人材育成プロジェクト～実施要項

１ 目的・必要性
⑴ 目的

地域を担う次世代人材を育成するために，高校と市町村，高等教育機関，産業界等
がコンソーシアムを構築し，地域を題材とした探究的な学びや，産学官連携による専
門的職業人材育成を実践する。その過程を通じて，郷土に愛着をもち，地域ならでは
の新しい価値を創造する人材を育成するとともに，地域振興の核としての高校の一層
の機能強化を目指す。

２ 内容
⑴ 実施方法

ア 探究的な学びを醸成する「探究コース」と，専門的職業人材を育成する「エキス
パートコース」を設定する。

イ 実施校の代表生徒によるスキルアップセミナーを開催し，探究活動を深めるため
に必要な知識や技術の習得を目指す。

ウ 年度末には，アンケート調査等により，事業の成果を確認するとともに，成果報
告書等を関係機関に配布し，事業の成果を周知する。

⑵ 実施規模
ア 両コース共に数校程度とする。
イ １指定当たりの予算額は「探究コース」は35万円程度，「エキスパートコース」
は115万円程度とする。

ウ 原則として単年度ごとに指定する。ただし，更なる効果が期待できるなどの理由
で継続して同一校を指定することもある。

⑶ 事業のスケジュール
ア 探究コース

３月～４月上旬 ４月 ５月上旬 ５月～令和７年１月下旬 ２月～３月

公募 県教育委員会 実施校等の決定 実践活動
発表会，成果報告書

期間 による審査 の作成・配布

イ エキスパートコース
５月上旬 ５月～令和７年１月下旬 ２月～３月

実施校等の指定 実践活動 発表会，成果報告書
の作成・配布

⑷ イメージ図

３ 期待される主な効果
○ 地域ならではの新しい価値を創造する人材の育成
○ 地域の専門人材の活用等による実践的な職業教育の充実
○ コンソーシアムの構築やコーディネーターの活用等による高校と地域との連携強化
○ 人間関係形成・社会形成能力や課題対応能力等の基礎的・汎用的能力の育成
○ 地域における魅力ある高等学校づくりの促進
○ 地域資源の活用による起業意識の醸成
○ 生徒一人一人の企画力・実践力の向上及び学校の活性化
○ 実施校合同による成果発表会の実施，成果報告書の配布及び県教育委員会のホーム

ページへの掲載等による事業成果の還元


